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国
際
研
究
部
主
任
調
査
員
補
佐
　
山
崎
　
憲
　
　

１
．
ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
の
向

こ
う
側

　

二
〇
一
一
年
九
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

始
ま
っ
た
ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
は
、「W

e 
are 99%

（
わ
れ
わ
れ
は
富
め
る
一
％
で
は

な
く
、
見
捨
て
ら
れ
た
九
九
％
だ
。）」
と
し

て
格
差
是
正
を
訴
え
て
い
る
。
そ
の
格
差
が

な
ぜ
起
き
た
の
か
が
構
造
的
に
説
明
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
労
働
者
全
体
の
労
働
条

件
の
向
上
、
医
療
保
険
や
年
金
と
い
っ
た
社

会
保
障
制
度
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
い
た
の

は
、
団
体
交
渉
を
基
盤
と
す
る
労
使
関
係
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム

が
崩
壊
の
途
に
あ
る
こ
と
が
ウ
ォ
ー
ル
街
占

拠
運
動
の
背
景
に
あ
る
。
こ
の
問
題
は
対
岸

の
火
事
で
は
な
い
。
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
が

こ
れ
ら
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
き
た
の

は
日
米
と
も
に
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
か
ら

だ
。

　

ア
メ
リ
カ
で
団
体
交
渉
を
基
盤
と
す
る

労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
た
の
は

一
九
三
〇
年
代
の

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

期
か
ら
一
九
五
〇

年
代
に
か
け
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

型
労
使
関
係
シ
ス

テ
ム
と
呼
ば
れ

る
。
こ
の
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
型
労
使

関
係
シ
ス
テ
ム
が

支
え
て
い
た
の
は
、

働
く
人
の
権
利
を

守
る
こ
と
、
労
働

条
件
を
向
上
さ
せ

て
家
族
を
養
い
子

供
を
育
て
る
こ
と
、
企
業
負
担
に
よ
る
医
療

保
険
や
年
金
制
度
に
よ
っ
て
病
気
や
老
後
に

備
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
綻
び
を
ど
の
よ

う
に
繕
う
の
か
。
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
綻
び

が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、

こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ
ス

テ
ム
が
担
っ
て
き
た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
回
復

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
試
み

に
参
加
す
る
新
し
い
組
織
が
一
九
九
〇
年
代

か
ら
急
増
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運

動
に
も
そ
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
試
み
か
ら
日

本
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
、
二
〇
一
一
年

六
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
行
な
っ
た

調
査
の
目
的
で
あ
る
。
調
査
で
は
三
〇
カ
所

に
わ
た
る
新
し
い
労
働
組
織
を
訪
問
し
、
関

係
者
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
っ
た
。
本
稿

は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、『
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
労
働
組
織
と

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政

策
研
究
報
告
書
№
144
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
調
査
、
分
析
、
執
筆
は
、
明
治
大

学
教
授
・
遠
藤
公
嗣
、
早
稲
田
大
学
教
授
・

篠
田
徹
、
法
政
大
学
准
教
授
・
筒
井
美
紀
、

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
調
査
員
補
佐
・
山
崎
憲
が

行
な
っ
た
。

２
．
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関

係
の
崩
壊
と
新
し
い
労
働
組
織

　

本
調
査
研
究
が
主
と
し
て
依
拠
し
た
の

はO
sterm

an, et al. (2001

）“W
orking 

in A
m

erica: A
 B

lue P
rint for the N

ew
 

L
abor M

arket

”（
伊
藤
健
市
・
中
川
誠
士
・

堀
龍
二
訳
（
二
〇
〇
四
）『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
イ

ン
・
ア
メ
リ
カ
―
新
し
い
労
働
市
場
と
次
世

代
型
組
合
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
の
分
析

枠
組
み
で
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム

は
、
団
体
交
渉
を
労
使
関
係
の
基
軸
に
置
く
。

こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
が
獲
得
す
る
労
働
条

件
の
向
上
と
医
療
保
険
や
年
金
な
ど
の
社
会

保
障
制
度
を
労
働
組
合
の
な
い
企
業
の
労
働

者
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
と
は
、

労
働
組
合
と
使
用
者
に
閉
じ
ら
れ
た
関
係
で

は
な
い
。

　

O
sterm

an, et al (2001

）
は
、
こ
の

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
を

成
立
さ
せ
て
い
た
前
提
を
五
つ
あ
げ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
①
標
準
化
さ
れ
た
賃
金
と
労
働

条
件
が
国
際
競
争
の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
、

②
男
性
労
働
者
が
主
た
る
家
計
の
稼
ぎ
頭
で

あ
り
女
性
と
若
年
者
は
補
助
的
で
あ
る
こ
と
、

③
家
計
の
稼
ぎ
頭
の
雇
用
先
は
長
期
安
定
雇

　
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
労
働
組
織
と

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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用
を
保
障
す
る
大
企
業
で
あ
る
こ
と
、
④
企

業
は
従
業
員
の
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た
経

営
を
行
い
、
経
営
者
や
管
理
職
と
非
管
理
職

の
階
層
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
⑤
労
働
者
が

果
た
す
企
業
経
営
に
対
す
る
長
期
に
わ
た
る

貢
献
は
労
働
条
件
の
向
上
や
雇
用
保
障
、
社

会
保
障
の
形
で
報
わ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る

（
１
）。

　

こ
の
五
つ
の
前
提
が
崩
れ
た
こ
と
で

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
が

維
持
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ
ス

テ
ム
の
崩
壊
は
、
労
働
組
合
に
お
い
て
は
経

営
に
協
力
す
る
方
向
へ
向
か
わ
せ
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
、
派
遣
、
請
負
、
独
立
自
営
業
者
と

い
っ
た
非
典
型
雇
用
労
働
者
に
お
い
て
は
そ

の
数
を
増
加
さ
せ
て
団
体
交
渉
の
外
に
あ
る

範
囲
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
と

労
働
組
合
が
担
っ
て
き
た
労
働
条
件
の
向
上

と
医
療
保
険
や
年
金
と
い
っ
た
社
会
保
障
制

度
、
職
業
訓
練
機
会
な
ど
の
恩
恵
に
預
か
る

こ
と
が
で
き
な
い
労
働
者
の
数
が
増
え
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、Osterm

an, et al. (2001

）は
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
を

再
構
築
す
る
べ
く
、
新
し
い
労
働
組
織
に
注

目
し
た
。そ
れ
が
、「
新
し
い
労
働
組
織
」、「
次

世
代
労
働
組
合
」、「
政
府
の
役
割
の
再
鋳
造
」

で
あ
る
。

　
「
新
し
い
労
働
組
織
」
に
は
、
権
利
擁
護

組
織
、
職
業
訓
練
と
生
涯
学
習
組
織
、
職
業

紹
介
機
関
の
三
つ
を
想
定
し
た
。
つ
い
で
、

「
次
世
代
労
働
組
合
」
は
、
既
存
の
労
働
組

合
が
非
典
型
雇
用
労
働
者
に
門
戸
を
広
げ
て

職
業
訓
練
機
会
や
医
療
保
険
、
年
金
な
ど
の

社
会
保
障
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
想
定
し

た
。
最
後
に
「
政
府
の
役
割
の
再
鋳
造
」
は
、

「
新
し
い
労
働
組
織
」
と
「
次
世
代
労
働
組

合
」
が
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム≒

社
会
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
調
整
す
る
と
し
た
。

３
．
企
業
内
、
企
業
外
に
よ
る
整

理

　

O
sterm

an, et al. (2001

）
に
よ
る
、「
新

し
い
労
働
組
織
」、「
次
世
代
労
働
組
合
」、「
政

府
の
役
割
の
再
鋳
造
」
と
い
う
三
つ
の
分
類

は
、
し
か
し
な
が
ら
、
本
調
査
研
究
で
訪
れ

た
組
織
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
か
ら
す
れ
ば
曖

昧
さ
を
含
む
。
そ
の
分
類
が
組
織
の
形
態
で

あ
る
の
か
、
機
能
で
あ
る
の
か
、
活
動
分
野

で
あ
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
新
し
い
労
働
組
織
」
に
は
、

権
利
擁
護
、
職
業
訓
練
と
生
涯
学
習
、
職
業

紹
介
と
い
う
三
つ
の
機
能
を
複
合
的
に
行
う

組
織
も
あ
る
し
一
つ
だ
け
を
行
う
組
織
も
あ

る
。
中
心
と
す
る
対
象
が
労
働
組
合
員
の
場

合
も
、
非
典
型
雇
用
労
働
者
の
場
合
も
あ
る
。

「
次
世
代
労
働
組
合
」
に
し
て
も
、
経
営
に

協
力
す
る
こ
と
で
活
路
を
見
出
す
労
働
組
合

で
あ
る
の
か
、
非
典
型
雇
用
労
働
者
を
組
織

化
す
る
こ
と
を
組
合
員
数
の
減
少
を
食
い
止

め
る
策
と
す
る
労
働
組
合
で
あ
る
か
に
よ
っ

て
そ
の
対
象
と
立
ち
位
置
が
異
な
る
。

　

こ
の
不
明
瞭
さ
を
解
消
す
る
た
め
、

K
aufm

an (2003

）
に
よ
る
「
企
業
内
」、「
企

業
外
」
の
分
類
を
用
い
て
、「
企
業
内
重
視
」、

「
企
業
内
を
基
盤
と
し
て
企
業
外
を
視
野
に

入
れ
る
」、「
企
業
外
を
基
盤
と
し
て
企
業
内

を
視
野
に
入
れ
る
」、「
企
業
外
重
視
」
及
び

「
中
間
支
援
組
織
」
の
五
つ
の
分
類
を
新
た

に
設
け
て
調
査
対
象
組
織
を
整
理
し
た
。

　
「
企
業
外
」
と
は
、
①
社
会
が
有
す
る
文

化
的
、
歴
史
的
状
況
と
の
結
び
つ
き
、
②
普

遍
的
自
然
法
で
は
な
く
現
に
運
用
さ
れ
て
い

る
文
化
的
、
法
的
、
社
会
的
結
び
つ
き
を
有

し
た
経
済
的
な
行
動
様
式
、
③
紛
争
・
権
力
・

不
平
等
な
ど
の
関
係
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
法
的
、
か
つ
文
化
的
に
調
整
さ
れ
て
い

る
市
場
、
④
経
済
に
不
可
欠
な
政
府
お
よ
び

社
会
の
す
べ
て
の
成
員
の
利
益
に
と
っ
て
経

済
が
果
た
す
役
割
を
確
保
す
る
適
切
な
経
済

政
策
の
こ
と
、
を
指
す（
２
）。
一
方
で
、「
企

業
内
」
と
は
損
益
や
組
織
効
率
な
ど
の
企
業

内
に
由
来
す
る
問
題
と
労
働
者
の
人
間
的
関

心
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
企
業
内
と
企
業
外

に
関
し
、K

aufm
an (2003

）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
利
害
調
整
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
企
業
内
と
企
業
外
の
分
類
に
基
づ
き
、

「
企
業
内
重
視
」
は
、
損
益
や
組
織
効
率
を

優
先
す
る
企
業
経
営
に
接
近
す
る
も
の
と
し
、

「
企
業
外
重
視
」
は
、
企
業
経
営
を
企
業
外

の
視
点
の
阻
害
要
因
と
し
て
捉
え
る
視
点
が

強
く
な
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
中
間
に
「
企

業
内
を
基
盤
と
し
て
企
業
外
を
視
野
に
入
れ

る
」
と
「
企
業
外
を
基
盤
と
し
て
企
業
内
を

視
野
に
入
れ
る
」
の
二
つ
の
分
類
を
置
い
て

い
る
。
そ
の
意
味
は
、「
企
業
内
重
視
」と「
企

業
外
重
視
」
の
二
極
以
外
に
対
象
を
広
げ
て

い
る
組
織
や
関
係
者
が
お
り
、
境
界
を
超
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
ら
四
つ
の
分
類
は
包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
な
か
に
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
支
え
る
の
が
「
中
間
支
援
組
織
」

で
あ
る
。

　

調
査
を
行
な
っ
た
組
織
の
数
は
三
〇
カ
所

を
数
え
た
。
訪
問
し
た
場
所
は
、
ワ
シ
ン

ト
ンD

.C
.

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、

シ
カ
ゴ
、
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
お
よ
び

そ
の
周
辺
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
と
マ

ジ
ソ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ブ
ラ
ン
ズ

ウ
ィ
ッ
ク
市
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
な
ど

で
あ
る
。
訪
問
し
た
組
織
の
種
類
は
次
ペ
ー

ジ
の
図
表
１
に
と
り
ま
と
め
て
い
る
よ
う
に
、

労
働
組
合
等
、
職
業
訓
練
等
、
ワ
ー
カ
ー
セ

ン
タ
ー
、
権
利
擁
護
ほ
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
を
次
の

よ
う
に
位
置
づ
け
た
。
企
業
経
営
に
接
近
す

る
労
働
組
合
等
は
、「
企
業
内
重
視
」
も
し
く

は
「
企
業
内
を
基
盤
と
し
て
企
業
外
を
視
野

に
入
れ
る
」
と
し
た
。

　

企
業
が
提
供
す
る
職
業
訓
練
機
会
の
恩
恵

に
預
か
れ
な
い
労
働
者
の
職
業
訓
練
等
に
関

わ
る
組
織
は
、「
企
業
外
を
基
盤
と
し
て
企
業

内
を
視
野
に
入
れ
る
」
も
し
く
は
「
企
業
外

重
視
」
と
し
た
。

　

企
業
ニ
ー
ズ
を
重
視
す
る
職
業
訓
練
等
に

関
わ
る
組
織
は
「
企
業
内
重
視
」、
も
し
く

は
そ
の
よ
う
な
組
織
で
あ
っ
て
も
労
働
組
合

員
以
外
を
対
象
に
含
む
組
織
は
「
企
業
内
を

重
視
し
て
企
業
外
を
視
野
に
入
れ
る
」
と
し

て
い
る
。

レストラン労働者のワーカーセンター ROC が経営するレストランにて
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ま
た
、
組
織
間
の
包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
支
援
す
る
組
織
を
「
中
間
支
援

組
織
」
と
し
た
。

　

つ
い
で
、
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、「
企
業

外
を
基
盤
と
し
て
企
業
内
を
視
野
に
入
れ

る
」も
し
く
は「
企
業
外
重
視
」と
し
た
。ワ
ー

カ
ー
セ
ン
タ
ー
と
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
従
業
員
、

家
政
婦
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
タ
ク
シ
ー
運

転
手
、日
雇
い
労
働
者
、介
護
労
働
者
と
い
っ

た
ス
キ
ル
の
高
さ
を
求
め
ら
れ
ず
低
賃
金
の

状
態
に
あ
る
労
働
者
や
、
新
聞
記
者
、
雑

誌
記
者
な
ど
企
業
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
独
立

自
営
業
者
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
低
賃

金
の
状
態
に
あ
る
労
働
者
の
支
援
を
行
う
組

織
の
こ
と
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
労
働
者
の

多
く
が
労
働
組
合
や
企
業
が
行
う
職
業
訓
練

機
会
の
恩
恵
に
預

か
る
こ
と
が
な
く
、

企
業
が
有
す
る
医

療
保
険
や
年
金
と

い
っ
た
社
会
保
障

制
度
の
外
に
置
か

れ
て
い
る
。
こ

の
ワ
ー
カ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
使
用
者

と
合
法
的
に
団
体

交
渉
を
行
う
権
利

を
有
す
る
労
働
組

合
で
は
な
い
。
そ

の
種
類
は
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
レ

ス
ト
ラ
ン
従
業
員
、

家
政
婦
や
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
と
い
っ

た
家
内
労
働
従
事

者
、
タ
ク
シ
ー
運

転
手
、
日
雇
い
労

働
者
な
ど
職
業
を

基
盤
と
し
た
も
の

と
、
所
属
す
る
教

会
や
居
住
地
域
、

出
身
国
な
ど
地
域

を
基
盤
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
の

範
囲
は
、
職
業
を

基
盤
と
す
る
ワ
ー

カ
ー
セ
ン
タ
ー
の

方
が
広
い
。
ま
ず
、

両
者
に
共
通
す
る

企
業
内
重
視

企
業
内
を
重
視
し
て
企
業

外
を
視
野
に
入
れ
る

企
業
外
を
基
盤
と
し
て
企

業
内
を
視
野
に
入
れ
る

企
業
外
を
重
視
す
る

中
間
支
援

団
体
交
渉

合
法
的
で
な

い
も
の
も
含
む

制
度
・
政
策
要
求

ア
ド
ヴ

カ
シ

訓
練
と
生
涯
学
習

労
働
力
媒
介

相
互
扶
助

医
療
保
険

o
r
年
金

IBEW/NECA JATC 徒弟訓練センター ✔ ✔

AFL-CIO Michigan AFLCIOミシガン支部 ✔

AFL-CIO全国ワーカーセンター・コー
ディネーター

労働組合ナショナルセ
ンター

レイバラーズ(LIUNA) 労働組合 ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

UFCW(全米食品商業労組）デトロイト 労働組合 ✔ ✔ ✔ ✔

Blue Green Alliance 労組、自然保護団体、
企業の連合 ✔ ✔

ワーキングアメリカ(Working America) AFL-CIO母体のNPO ✔ ✔

ワーキング・フォー・アメリカ機構
AFL-CIO労使協力促進
組織 ✔

ウィスコンシン地域職業訓練パート
ナーシップWRTP

職業訓練、職業紹介
NPO ✔ ✔

CAEL(The Counsil for Adult &
Experiencial Learning) 職業訓練NPO ✔

ミシガン・ワークス！(SCMW!) 公的職業訓練・職業紹
介機関 ✔ ✔

JVS(Jewish Vocational Service)Boston 職業訓練NPO ✔ ✔

ミシガン州人的資源開発法人(M-
HRDI) 職業訓練NPO ✔

ROC(Restaurant Opportunities
Centers) 職業ワーカーセンター ✔ ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

DWU（The National Domestic Workers
United) 職業ワーカーセンター ✔ ✔ ✔ ✔ ✔

New York Taxi Workers Alliance 職業ワーカーセンター ✔ ✔ ✔

Work Place Project 地域ワーカーセンター ✔ ✔

Washtenaw County Worker's Center 地域ワーカーセンター ✔ ✔

New Labor 地域ワーカーセンター ✔

産業地域社会事業団(IAF;Industrial
Area Foundation) 中間支援組織

Jobs with Justice Boston 中間支援組織

WIRE-Net 地域振興支援組織 ✔ ✔

Make the Road NY 権利擁護組織 ✔ ✔

The Sugar Law Center 権利擁護弁護士事務所 ✔

信仰の壁を超える労働者の正義
(Interfaith Worker Justice)

キリスト教権利擁護団
体 ✔

フリーランサーズ・ユニオン
（Freelancers Union) 相互扶助NPO ✔ ✔

在宅介護労働者協同組合(CHCA) 労働者所有の介護サー
ビス企業 ✔ ✔ ✔ ✔

全国職業安全衛生協議会SEMCOSH 安全衛生NPO ✔

ウィスコンシン社会・経済戦略センター
(COWS) シンクタンク

ニューヨーク市立大学 レーバーセンター

ニュージャージー州立ラトガース
大学

レーバーセンター

ワ

カ

セ
ン
タ

権
利
擁
護
ほ
か

労
働
組
合
等

職
業
訓
練
等

図表１　調査組織一覧　　  部は該当なし
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の
は
、
移
民
法
や
人
権
、
労
働
法
と
い
っ
た

労
働
者
の
権
利
擁
護
に
関
す
る
教
育
、
英
語

を
母
国
語
と
し
な
い
会
員
の
た
め
の
英
語
教

育
、
未
払
い
賃
金
や
不
当
解
雇
な
ど
に
対
す

る
法
的
扶
助
、
訴
訟
を
通
じ
て
交
渉
力
を
高

め
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
職
業
を
基

盤
と
し
た
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
（
職
業
ワ
ー

カ
ー
セ
ン
タ
ー
）
は
、
そ
の
ほ
か
に
、
経
営

側
と
の
協
力
関
係
の
構
築
、
労
働
条
件
の
改

善
交
渉
、
会
員
に
対
す
る
医
療
保
険
の
提
供
、

事
業
所
単
位
の
組
織
化
、
メ
ン
バ
ー
に
対
す

る
職
業
訓
練
機
会
の
提
供
と
能
力
を
リ
ン
ク

さ
せ
た
職
階
の
構
築
を
通
じ
た
賃
金
上
昇
と

い
っ
た
活
動
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、
職
業

を
基
盤
と
し
た
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
は
「
企

業
内
を
重
視
し
て
企
業
外
を
視
野
に
入
れ

る
」傾
向
が
強
く
、地
域
を
基
盤
と
し
た
ワ
ー

カ
ー
セ
ン
タ
ー
の
場
合
、「
企
業
外
重
視
」
の

傾
向
が
強
い
。

　

権
利
擁
護
ほ
か
と
し
た
組
織
は
、
法
的
扶

助
を
行
う
組
織
、
最
低
賃
金
や
リ
ビ
ン
グ

ウ
ェ
ッ
ジ
に
関
す
る
制
度
政
策
要
求
を
行
う

組
織
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
、大
学
の
レ
ー
バ
ー
・

セ
ン
タ
ー
、
労
働
者
協
同
組
合
、
キ
リ
ス
ト

教
権
利
擁
護
団
体
、
地
域
振
興
支
援
組
織
な

ど
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
連
携
を
促

進
す
る
「
中
間
支
援
組
織
」
で
あ
る
。
シ
ン

ク
タ
ン
ク
、
大
学
の
レ
ー
バ
ー
・
セ
ン
タ
ー

も
組
織
間
の
仲
介
を
行
な
う
。
こ
れ
ら
の
組

織
は
、「
企
業
外
を
重
視
す
る
」、「
中
間
支
援

組
織
」
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
両
方
の
性

質
を
併
せ
持
つ
。

　

図
表
１
で
は
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
分
類
に

加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
行
っ
て
い
る

「
団
体
交
渉
」、「
制
度
政
策
要
求
」、「
ア
ド

ヴ
ォ
カ
シ
ー
（
権
利
擁
護
）」、「
訓
練
と
生
涯

学
習
」、「
労
働
力
媒
介
（
職
業
紹
介
な
ど
）」、

「
相
互
扶
助
（
医
療
保
険
や
年
金
）」
と
い
っ

た
活
動
の
有
無
に
よ
る
分
類
も
行
な
っ
て
い

る
。

４
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ

イ
ジ
ン
グ
・
モ
デ
ル
と
新
し
い

労
働
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

こ
れ
ら
の
組
織
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
モ
デ
ル
か
ら
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
こ
と
も

本
調
査
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・

モ
デ
ル
は
、
法
的
に
認
め
ら
れ
た
団
体
交
渉

を
行
う
か
ど
う
か
を
要
件
と
し
な
い
ア
ク

タ
ー
間
の
利
害
調
整
の
方
法
で
あ
る
。
労
働

者
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
、
学
校
、
職
業

訓
練
機
関
、
企
業
経
営
者
な
ど
が
ア
ク
タ
ー

で
あ
る
。
利
害
調
整
の
内
容
は
、
労
働
条
件

に
留
ま
ら
ず
、
雇
用
創
出
、
住
環
境
、
職
業

訓
練
、
人
権
、
教
育
問
題
な
ど
地
域
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
包
括
す
る
。
そ
の

歴
史
は
古
い
。
一
九
四
〇
年
代
に
こ
の
モ

デ
ル
を
代
表
す
る
産
業
地
域
社
会
事
業
団

（IA
F

; Industrial A
rea F

oundation

）

が
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
Ａ
Ｆ
は

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
労
働
問
題
と
の
関
係

を
強
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
職
業
訓
練
、
権

利
擁
護
、
地
域
振
興
組
織
、
中
間
支
援
組
織

の
活
動
の
場
面
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
モ
デ
ル
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
ら
の
組
織
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤

と
し
て
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
、

学
校
、
職
業
訓
練
機
関
、
企
業
経
営
者
と

い
っ
た
関
係
者
の
利
害
を
、
団
体
交
渉
を
用

い
る
こ
と
な
く
調
整
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で

重
要
な
の
は
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
（
組
織

化
）
の
意
味
で
あ
る
。
対
象
は
、
個
人
、
企

業
、
経
営
者
、
学
校
、
教
会
、
労
働
組
合
な

ど
を
問
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
労
働
者
を

労
働
組
合
に
組
織
す
る
こ
と
」
だ
け
で
あ
れ

ば
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
限
定
的

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー（
組

織
化
担
当
）
が
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。
そ

れ
は
関
係
者
を
利
害
調
整
の
テ
ー
ブ
ル
に
引

き
出
す
こ
と
や
、
そ
の
関
係
者
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形

成
す
る
関
係
者
を
引
き
立
て
る
脇
役
に
徹
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の

育
成
も
重
要
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関

係
者
を
見
出
し
、
利
害
調
整
の
テ
ー
ブ
ル
に

引
き
出
す
と
い
う
、
人
と
人
、
組
織
と
組
織

を
繋
ぎ
あ
わ
せ
て
い
く
作
業
は
実
の
と
こ
ろ

特
殊
な
能
力
で
あ
る
。
関
係
者
同
士
が
利
害

調
整
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
た
と
え
気
づ
い
た
と
し
て
も
ど
の
よ

う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
。
こ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
育
成
は
、

組
織
間
の
人
事
交
流
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
、

図
表
２
の
よ
う
な
包
括
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
支
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
基
盤
を
な
す
の
は
、
労
働
者
の
権
利
擁

護
や
労
働
条
件
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
ど
の

よ
う
に
労
働
者
の
能
力
を
高
め
て
労
働
条
件

を
向
上
さ
せ
る
か
、
そ
し
て
病
気
と
老
後
に

備
え
る
医
療
保
険
と
年
金
制
度
を
ど
の
よ
う

に
維
持
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
ま
さ
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関

係
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
に
よ
り
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
部
分
で
あ
り
、
労
働
組
合
、
職
業
訓
練

労働組合 

地域ワーカーセンター 

職業ワーカーセンター

権利擁護組織 

経営者

労働者所有企業

相互扶助組織 

実施

資金援助

or 設立

提携

中間支援組織（大学、労働組合、教会、

Jobs with Justice、IAF が紡ぐネッ

トワーク） 

組織

職業訓練 NPO 

利用者

権利擁護、 

制度・政策要求 

地域

政府 

医療保険 

年金 

職業訓練、職業紹介 

キャリアラダー構築 

機能

図表２　新しい労働組織のネットワーク

資料出所：著者作成
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
、
労
働
者
所

有
企
業
の
み
な
ら
ず
、
政
府
や
経
営
者
、
利

用
者
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

５
．
報
告
書
の
構
成
と
概
要

　

本
調
査
研
究
は
数
多
く
の
組
織
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
が
、
本
稿
で
そ
の
す
べ
て

を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
本
調
査
研
究
の
報
告
書
『
ア
メ
リ
カ

の
新
し
い
労
働
組
織
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
144
の
構
成
と

概
要
の
紹
介
を
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

報
告
書
は
、
序
論
、
第
１
章
か
ら
６
章
、

お
よ
び
、
ま
と
め
と
政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
八
部
構
成
と
し
た
。

　

序
論
は
、
本
調
査
研
究
に
お
け
る
目
的
と

方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

続
く
第
１
章
は
、
労
働
組
織
の
法
的
・
制

度
的
環
境
と
そ
の
通
史
的
概
観
に
つ
い
て
整

理
を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
本
報
告
書
に
登

場
す
る
多
種
多
様
な
労
働
組
織
の
活
動
環
境

や
資
金
の
流
れ
を
規
定
す
る
関
連
諸
法
に
つ

い
て
基
礎
事
項
を
確
認
し
た
。

　

関
連
諸
法
を
（
Ａ
）
労
働
組
合
・
使
用
者

関
係
分
野
、（
Ｂ
）職
業
訓
練
・
職
業
斡
旋
分
野
、

（
Ｃ
）
社
会
福
祉
・
地
域
共
同
体
開
発
分
野
、

（
Ｄ
）
オ
バ
マ
政
権
下
で
の
成
立
法
、（
Ｅ
）

内
国
歳
入
法（
典
）、の
五
つ
に
大
別
し
、（
Ａ
）

か
ら
（
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
活
動
す
る
組
織
の

「
使
え
る
の
は
ど
ん
な
お
金
か
、
そ
の
ル
ー

ル
は
何
か
」
と
い
う
目
線
で
、
一
九
三
〇
年

代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
に
遡
っ
て
概
説
を

行
っ
た
。

　

全
国
労
働
関
係
法
は
、
団
体
交
渉
を
合
法

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
労
働
組
合
を
規
定

し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
労
働
組
合
そ
の
も
の

の
法
的
根
拠
で
は
な
い
。
そ
の
労
働
組
合
を

含
め
て
本
報
告
書
に
登
場
す
る
労
働
組
織
は

（
Ｅ
）
の
内
国
歳
入
法
（
典
）
に
お
け
る
タ
ッ

ク
ス
コ
ー
ド
を
法
的
根
拠
と
す
る
の
み
で
あ

る
。
本
章
で
は
、
労
働
組
合
と
使
用
者
が
行

う
団
体
交
渉
を
規
定
す
る
全
国
労
働
関
係
法

を
軸
と
し
た
場
合
に
職
業
訓
練
・
職
業
斡
旋
、

社
会
保
障
、
相
互
扶
助
に
関
す
る
法
制
度
が

ど
の
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
て
い
る
か
整
理
す

る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
と
使
用
者
関
係
が

変
容
す
る
中
、
団
体
交
渉
の
適
用
範
囲
外
に

あ
る
労
働
者
を
対
象
と
し
た
法
制
度
も
ま
た

変
容
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
２
章
は
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関

係
シ
ス
テ
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ

イ
ジ
ン
グ
・
モ
デ
ル
に
つ
い
て
説
明
し
た
の

ち
、Kaufm

an (2003

）
の
い
う
「
企
業
外
」、

「
企
業
内
」
を
用
い
て
調
査
対
象
企
業
を
①

「
企
業
内
重
視
」、
②
「
企
業
内
を
基
盤
と

し
て
企
業
外
を
視
野
に
入
れ
る
」、
③
「
企

業
外
を
基
盤
と
し
て
企
業
内
を
視
野
に
入
れ

る
」、
④
「
企
業
外
重
視
」
の
四
類
型
に
整

理
し
た
。
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
は
労
働
者
、

使
用
者
、
政
府
の
三
者
を
ア
ク
タ
ー
と
し
て

社
会
シ
ス
テ
ム
を
分
析
す
る
枠
組
み
の
こ
と

で
あ
り
、
労
使
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
労
働
組
合
と
使

用
者
の
関
係
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
し
、D

unlop (1958

）、K
ochan, et 

al. (1986

）
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
使
関

係
シ
ス
テ
ム
の
基
軸
を
団
体
交
渉
に
置
い
た

こ
と
で
、
団
体
交
渉
を
合
法
的
に
行
う
こ
と

が
可
能
な
労
働
組
合
の
み
を
重
視
し
、
そ
れ

以
外
の
広
義
の
労
働
組
合
は
対
象
外
と
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

今
日
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労
使
関
係
シ

ス
テ
ム
が
変
容
し
た
こ
と
で
団
体
交
渉
の
適

用
範
囲
が
狭
ま
る
と
と
も
に
成
果
の
波
及
効

果
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
義

の
労
働
組
合
を
含
む
新
し
い
組
織
の
存
在
が

一
九
九
〇
年
代
以
降
に
大
き
く
な
っ
た
。
そ

の
新
し
い
組
織
の
活
動
の
背
景
に
あ
る
の
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
モ

デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
労
働
組
合

と
使
用
者
の
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
雇
用
創
出
、

住
環
境
、
職
業
訓
練
、
人
権
、
教
育
問
題
な

ど
地
域
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
包

括
す
る
。こ
れ
は
、①
社
会
が
有
す
る
文
化
的
、

歴
史
的
状
況
と
の
結
び
つ
き
、
②
普
遍
的
自

然
法
で
は
な
く
現
に
運
用
さ
れ
て
い
る
文
化

的
、
法
的
、
社
会
的
結
び
つ
き
を
有
し
た
経

済
的
な
行
動
様
式
、
③
紛
争
・
権
力
・
不
平

等
な
ど
の
関
係
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る

法
的
、
か
つ
文
化
的
に
調
整
さ
れ
て
い
る
市

場
、
④
経
済
に
不
可
欠
な
政
府
お
よ
び
社
会

の
全
て
の
成
員
の
利
益
に
と
っ
て
経
済
が
果

た
す
役
割
を
確
保
す
る
適
切
な
経
済
政
策
、

と
し
てC

am
plin and K

noedler (2003

）

が
定
義
す
る
「
企
業
外
」
と
親
和
性
が
高
い
。

　

つ
い
で
、
四
類
型
に
分
類
し
た
調
査
対
象

組
織
が
、
長
期
的
な
人
材
育
成
や
人
材
交
流

を
基
盤
と
し
た
濃
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
新

し
い
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
試
論
を

提
示
し
た
。
新
し
い
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
は
、

市
場
動
向
の
変
化
と
内
部
労
働
市
場
と
外
部

労
働
市
場
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
四
類
型
の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
「
た

と
え
モ
ザ
イ
ク
模
様
で
あ
っ
て
も
、
複
雑
な

ピ
ー
ス
を
埋
め
込
ん
で
労
働
市
場
全
体
を
網

羅
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
労
働

組
合
と
使
用
者
の
団
体
交
渉
が
担
う
範
囲
は
、

消
失
す
る
こ
と
は
な
い
ま
で
も
大
き
く
狭
ま

り
、
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
役
割
は

小
さ
く
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　

第
３
章
は
、「
職
業
訓
練
と
職
業
斡
旋
―
―

労
働
力
媒
介
機
関
の
多
様
性
と
葛
藤
」
と
題

し
て
、
職
業
訓
練
と
職
業
斡
旋
を
担
う
労
働

力
媒
介
機
関
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
ら
が
マ
ク
ロ
な
法
的
・
制
度
的
環
境
と
の

相
互
作
用
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
葛
藤
に

直
面
し
て
い
る
か
を
描
き
出
し
た
。
具
体
的

な
事
例
と
し
て
、
公
的
労
働
力
媒
介
シ
ス
テ

ム
の
代
理
機
関
、
労
使
合
同
の
徒
弟
制
訓
練

シ
ス
テ
ム
、
中
小
零
細
企
業
支
援
か
つ
同
友

会
的
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
の
三
組
織
を
と
り
あ
げ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
、
個
別
企
業
単
位
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
枠
内
で
の
調
整
で
は

な
く
、
地
域
単
位and/or

産
業
単
位
で
の

労
働
力
媒
介
機
能
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ

の
対
象
は
多
様
で
あ
る
。
一
つ
の
労
働
力
媒

介
機
関
で
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
を
網
羅
で
き

な
い
た
め
、
労
働
力
媒
介
機
関
は
自
ず
と
多

様
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。
問
題
点
と
し
て
は
、

①
（
連
邦
）
法
や
制
度
の
前
提
に
あ
る
職
業

訓
練
主
義
、
②
緊
密
な
募
集
・
教
育
訓
練
・

斡
旋
の
制
度
を
公
教
育
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

コミュニティ・オーガナイジング・モデルを用いるクリーブランド WIRE-Net
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で
構
築
す
る
こ
と
の
困
難
、
③
中
小
零
細
企

業
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
利
害
を
な
か
な

か
考
慮
に
入
れ
な
い
産
業
政
策
、
が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
も
た
ら
す
葛
藤
が
、
事
例
の
随
所

で
確
認
さ
れ
た
。

　

第
４
章
は
、「『
相
互
扶
助
』
を
軸
と
す
る

労
働
組
織
の
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
と

題
し
、
労
働
者
同
士
の
相
互
扶
助
と
い
う
行

為
の
仕
方
を
組
織
原
理
に
し
て
、
凝
集
性

を
高
め
て
き
たF

reelancers U
nion

と
Ｃ

Ｈ
Ｃ
Ａ
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら

の
組
織
が
ア
メ
リ
カ
で
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
に
比
し
て
、
日
本
で
は
わ
ず
か
し
か
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
着
眼
し
て
、
日

本
に
お
け
る
社
会
的
企
業
論
等
に
つ
い
て
も

先
行
研
究
の
検
討
を
行
っ
た
。
事
例
で
取
り

上
げ
た
二
組
織
間
の
共
通
点
は
、
組
織
化
の

対
象
者
、
中
心
的
な
相
互
扶
助
の
手
段
、
ア

ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
で
あ
り
、
相
違
点
は
、
ま
ず
、

労
働
者
協
同
組
合
で
あ
る
Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ａ
が
「
ビ

ジ
ネ
ス
」
自
体
と
相
互
扶
助
が
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
同

体
の
感
覚
が
持
ち
や
す
い
の
に
対
し
て
、
独

立
自
営
業
者
に
医
療
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
るF

reelancers U
nion

は
、
そ
う
し
た

感
覚
を
持
ち
に
く
い
の
で
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
こ
と
だ
。
も
っ
と
も
異
な
る
の
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴
で
あ

る
。
Ｃ
Ｈ
Ｃ
Ａ
が
、
労
働
組
織
よ
り
も
む
し

ろ
利
用
者
（
消
費
者
）
団
体
や
地
域
住
民
団

体
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
く
可
能
性
が

高
い
の
に
対
し
て
、Freelancers U

nion

は
、

労
働
組
合
を
含
む
職
業
団
体
と
の
結
び
つ
き

を
強
め
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
以
上
の
比

較
か
ら
は
、
労
働
（
な
い
し
生
産
）
中
心
で

「
労
働
組
織
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
考
え
て
い
て
は
視
野
が
限
ら
れ
る
こ

と
に
、あ
ら
た
め
て
気
づ
く
。「
労
働
組
織
」

と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
正
確
に
は
、「
労
働
・

生
活
組
織
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ
る
。

　

第
５
章
は
、「
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
と
権
利

擁
護
団
体
」
と
題
し
、
全
国
労
働
関
係
法
が

認
め
る
団
体
交
渉
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
、

も
し
く
は
あ
え
て
行
わ
な
い
が
、
労
働
者
を

組
織
す
る
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
や
労
働
者
権

利
擁
護
団
体
を
取
り
上
げ
た
。
ワ
ー
カ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、「
地
域
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
」、

「
職
業
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
二
類
型
に

分
類
し
た
。「
地
域
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
」

の
主
な
活
動
は
、
①
英
語
教
育
の
メ
ン
バ
ー

へ
の
提
供
、
②
移
民
法
、
労
働
法
、
差
別
禁

止
法
、
労
働
災
害
補
償
と
い
っ
た
労
働
者
の

権
利
擁
護
に
関
す
る
教
育
の
メ
ン
バ
ー
へ
の

提
供
、
③
メ
ン
バ
ー
に
た
い
す
る
使
用
者
の

各
種
法
令
違
反
を
指
摘
し
て
、
そ
の
順
守

を
使
用
者
に
要
求
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
④

賃
金
未
払
い
や
不
当
解
雇
な
ど
の
法
的
救
済

を
メ
ン
バ
ー
が
求
め
る
場
合
の
、
法
律
扶
助

の
メ
ン
バ
ー
へ
の
提
供
、
⑤
法
律
上
で
な
く

事
実
上
の
団
体
交
渉
の
実
行
、
な
ど
で
あ
る
。

一
方
、「
職
業
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
」
は
、
③

法
令
順
守
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
④
法
律
扶
助
の

提
供
、
⑤
事
実
上
の
団
体
交
渉
、
と
い
っ
た

活
動
を
重
視
す
る
。「
職
業
ワ
ー
カ
ー
セ
ン

タ
ー
」
は
同
種
の
ワ
ー
カ
ー
セ
ン
タ
ー
や
関

係
組
織
と
連
携
を
強
め
、
全
ア
メ
リ
カ
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
―
Ｃ
Ｉ

Ｏ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
関
係
組
織
に
は
日
本
に
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
る
Ｉ
Ｗ
Ｊ

（
信
仰
の
垣
根
を
超
え
る
労
働
者
の
正
義
）

も
含
ま
れ
る
。
続
い
て
、
労
働
者
権
利
擁
護

団
体
は
、
法
律
扶
助
を
主
要
な
目
的
と
し
た

二
つ
の
組
織
を
紹
介
し
た
。

　

第
６
章
は
、
本
研
究
の
調
査
結
果
を
社
会

政
治
史
と
対
比
さ
せ
た
。
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ

の
労
働
運
動
の
歴
史
を
社
会
運
動
的
労
働
組

合
主
義
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
）

と
職
能
主
義
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ

ム
に
大
別
し
、
そ
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
歴
史
を

描
き
出
す
。
こ
の
二
極
的
な
枠
組
み
に
対
し

て
南
部
お
よ
び
黒
人
と
い
う
第
三
極
の
対
抗

言
説
が
復
活
し
て
い
る
と
す
る
。
本
研
究
が

調
査
対
象
と
し
た
新
し
い
組
織
に
つ
い
て
は
、

戦
略
的
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の

文
脈
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、

「
一
定
の
運
動
状
況
時
に
労
働
運
動
の
危
機

に
お
い
て
強
力
な
磁
場
を
形
成
し
、
労
働
運

動
の
そ
の
後
の
展
開
に
独
自
な
形
で
作
用
し

て
き
た
」
と
し
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
オ
ニ

ズ
ム
趨
勢
の
推
進
力
を
果
た
す
と
共
に
、
そ

の
達
成
が
極
め
て
困
難
な
故
に
一
定
段
階
で

趨
勢
の
停
滞
な
い
し
衰
退
を
誘
引
す
る
」
可

能
性
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
は
、
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
と
政
策
形
成
、

労
働
力
媒
介
機
関
と
相
互
扶
助
、
そ
の
ほ
か

の
示
唆
の
三
点
を
あ
げ
た
。

　

労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
と
政
策
形
成
で
は
、

第
２
章
で
提
示
し
た
よ
う
に
、「
新
し
い
労
使

関
係
シ
ス
テ
ム
に
は
市
場
動
向
の
変
化
と
内

部
労
働
市
場
と
外
部
労
働
市
場
の
変
化
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
し
、
四
類
型

の
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
『
た
と
え
モ
ザ
イ
ク
模

様
で
あ
っ
て
も
、
複
雑
な
ピ
ー
ス
を
埋
め
込

ん
で
労
働
市
場
全
体
を
網
羅
す
る
こ
と
』
が

必
要
だ
と
し
た
。
こ
の
場
合
、
従
来
の
労
働

組
合
と
使
用
者
に
よ
る
団
体
交
渉
が
担
う
範

囲
は
消
失
す
る
こ
と
は
な
い
ま
で
も
大
き
く

狭
ま
り
、
労
使
関
係
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
役

割
は
小
さ
く
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
だ

ろ
う
」。
こ
の
場
合
、
政
策
形
成
に
お
い
て

は
従
来
型
の
労
働
組
合
と
使
用
者
、
企
業
に

長
期
安
定
的
に
雇
用
さ
れ
る
従
業
員
に
限
ら

ず
、
非
典
型
雇
用
労
働
者
や
そ
の
家
族
、
学

校
、
教
員
、
地
域
住
民
な
ど
生
活
環
境
に
根

ざ
し
た
人
々
、
中
小
企
業
経
営
者
、
企
業
関

独立自営業者向けの医療保険サービスを提供する Freelancers Union の事務所
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係
者
、
職
業
訓
練
・
職
業
紹
介
機
関
、
職
業

訓
練
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
労
働
者
所
有
企
業
、
相
互
扶

助
組
織
、
中
間
支
援
組
織
な
ど
従
来
は
必
ず

し
も
労
働
問
題
に
特
化
し
て
い
な
か
っ
た
組

織
や
人
々
を
含
め
た
多
様
性
の
あ
る
ア
ク

タ
ー
の
参
加
が
有
用
で
あ
る
。
こ
の
実
現
の

た
め
に
は
、
各
組
織
で
中
心
的
な
役
割
を
担

う
人
材
の
育
成
や
各
組
織
間
の
連
携
の
促
進

が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
大
学
や
行
政
に
お

け
る
支
援
的
機
能
が
求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　

労
働
力
媒
介
機
関
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
①

（
連
邦
）
法
や
制
度
の
前
提
に
あ
る
職
業
訓

練
主
義
、
②
緊
密
な
募
集
・
教
育
訓
練
・
斡

旋
の
制
度
を
公
教
育
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
で

構
築
す
る
こ
と
の
困
難
、
③
中
小
零
細
企
業

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
利
害
を
な
か
な
か

考
慮
に
入
れ
な
い
産
業
政
策
な
ど
の
問
題
解

決
に
、
ど
れ
だ
け
受
益
者
の
需
要
に
効
率

的
か
つ
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
か
、
ま
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
的
に
ど
れ
だ
け
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
経
験
の
内

実
に
つ
い
て
調
査
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日

本
に
お
い
て
も
実
行
が
可
能
か
ど
う
か
検
討

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

相
互
扶
助
の
在
り
方
に
関
し
て
は
、
医
療

保
険
や
年
金
な
ど
の
加
入
機
会
と
労
働
者
の

居
場
所
を
提
供
す
る
組
織
の
設
立
を
促
す
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
労
働
組
合
・
使
用
者
関

係
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
中
小
企
業
事
業

主
や
教
育
関
係
者
、
地
域
住
民
な
ど
労
働
者

の
み
な
ら
ず
生
活
者
の
視
点
を
ど
の
よ
う
に

交
え
て
い
く
か
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
示
唆
と
し
て
、
市
場
動
向
や

環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
者
、
そ

の
家
族
、
地
域
住
民
、
経
営
者
、
学
校
、
職

業
訓
練
機
関
な
ど
の
主
体
的
で
積
極
的
な
参

加
を
促
し
つ
つ
、
そ
の
利
害
を
調
整
す
る
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
ア
ク
タ
ー
と
直
接
に
対
話
を
行
い
、
参

加
へ
の
意
欲
を
高
め
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ

と
し
た
。

６
．
お
わ
り
に

　

本
調
査
研
究
は
、
社
会
へ
の
波
及
効
果
が

弱
ま
っ
た
団
体
交
渉
を
基
軸
と
す
る
労
使
関

係
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
再
び
社
会
シ
ス

テ
ム
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

労
働
者
の
権
利
擁
護
、
労
働
条
件
の
向
上
、

医
療
保
険
や
年
金
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度

の
維
持
と
い
う
観
点
で
ア
メ
リ
カ
の
経
験
を

追
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
み
ら
れ
た
も
の
は
、「
た
と
え
モ
ザ

イ
ク
模
様
で
あ
っ
て
も
、
複
雑
な
ピ
ー
ス
を

埋
め
込
ん
で
労
働
市
場
を
網
羅
す
る
」
べ
く

構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
組
織
間
、
人
材
間
の

濃
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
図
表
２
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
の
は
、

職
業
訓
練
に
よ
っ
て
能
力
が
高
ま
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
対
価
が
得
ら
れ
る
と
い
う
、
向

上
と
前
進
を
前
提
と
し
た
世
界
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し

て
、
労
働
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
、
職

業
訓
練
機
関
、
企
業
経
営
者
と
い
っ
た
関
係

者
の
利
害
を
、
団
体
交
渉
を
用
い
る
こ
と
な

く
調
整
し
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ

ナ
イ
ジ
ン
グ
・
モ
デ
ル
が
あ
る
。
冒
頭
に
紹

介
し
た
よ
う
に
、
抗
議
行
動
一
辺
倒
に
映
る

ウ
ォ
ー
ル
街
占
拠
運
動
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
参
加
す
る
組
織
は
こ
れ
ら
の
特
徴
を
有
し

て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
確
固
と

し
た
形
で
機
能
し
て
き
た
団
体
交
渉
と
比
べ

れ
ば
制
度
と
し
て
完
成
し
て
い
る
と
は
言
い

が
た
い
。
し
か
し
、
国
際
市
場
競
争
が
激
し

さ
を
増
す
今
日
に
お
い
て
、
労
使
関
係
シ
ス

テ
ム

≒

社
会
シ
ス
テ
ム
を
企
業
内
の
労
働
組

合
と
使
用
者
の
み
が
担
う
こ
と
に
は
荷
が
重

す
ぎ
る
と
す
る
の
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
型
労

使
関
係
シ
ス
テ
ム
崩
壊
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
新
し
い
労
働
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
て
き
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

本
調
査
研
究
に
お
い
て
、
副
次
的
に
発
見

さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン

グ
・
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
各
国
で
急
速

に
発
展
し
て
き
て
い
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、

こ
の
モ
デ
ル
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
、

制
度
面
や
利
害
調
整
の
方
法
論
に
迫
る
こ
と

で
あ
る
。
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